
従来のＣＴと比較して、開口径が広くなりました。広々
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体動補正 金属アーチファクト抑制 ３D診断

胸部であれば７～８秒の息止めで撮影できるように

なりました。 ※検査内容により異なります。

高度な画像補正技術を駆使し、広範囲で高画質な
画像を作成します。

被ばく低減技術が搭載されており、従来のＣＴ検査より
線量を大幅に減らすことができます。
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